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【理念・基本方針】

【施設・事業所の特徴的な取組】

理念

『メガネのごとく』
メガネが視力の弱い人を助けるように、リベラルワークスは「働くことに不自由を
感じている人々」をサポートします。
必要な支援を提供することで、誰もが安心して働き、生活を楽しめる社会の実現を
目指します。
「サポートがあれば自分らしく活躍できる全ての人々」の力になれる会社を目指し
ています。

ビジョン（基本方針）

『明日行きたくなる会社をつくる』『明日生きたくなる社会をつくる』
誰もが自分らしく働ける職場環境をつくることを大切にしています。障がいや苦手
なことがあっても、安心して働けるサポートと仲間がいる職場。
「また明日もここに来たい」と思える会社を目指しています。この価値を社会全体
に広げ、すべての人が「自分の力で役立っている」と実感し、「明日も生きていた
い」と思える未来の創造を目指します。

私たちリベラルワークスでは、利用者一人ひとりの個性や特技を活かした就労支援
を行っています。画一的な業務に当てはめるのではなく、それぞれの特性を理解
し、得意なことを伸ばせる環境を整えることで、自分らしい働き方と自立を支援し
ています。

業務内容は「軽作業」「データ入力」「動画編集」「オンライン物販」「デザイ
ン」など多岐にわたります。福祉的な枠にとらわれず、一般業務としての質を追求
し、自主的な営業活動やプラン提案を通じて仕事を獲得しています。これにより、
下請けに依存することなく、事業の幅を広げています。

また、施設外就労に限定せず、施設内での業務を充実させることで、安心して働け
る場の提供にも力を入れています。個々の利用者にとって最適な就労環境をつくる
ことを大切にし、「また明日もここで働きたい」と思ってもらえるような職場づく
りを目指しています。
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◆評価機関総合コメント

◆特に評価の高い点

◆改善を求められる点

◆第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

・別紙「第三者評価結果」を参照

◆第三者評価結果

【総評】

福祉としての業務を受けるのではなく、一般業務としての立ち位置とアプローチで、就労
継続支援の自立概念に沿った事業展開が心がけられています。デザイン業務や販売業務を
中心に、下請け作業に限定せず、福祉を売りにするのではなく、一般企業同様、積極的に
自社で営業活動を行いプラン提案を行う事によって受注に繋げ、自社のみでも実現可能な
事業展開にも注力し、事業収入の拡大と作業の多様化へと繋げられています。利用者個々
の能力を伸ばし、利用者それぞれが活躍できる場を創出することを大切にされています。
一律や定型の作業ではなく、利用者の特性を踏まえ、個々に適した能力を活用し、個別の
支援の提供が出来るように努められています。

【利用者個々に寄り添い特性を伸ばす支援】

毎年、一般就労に繋げられており、定型業務にあてはめることなく、利用者の特性に合わ
せた就労内容を考慮し、自立に向けた個別支援を大切にされています。利用者が得意な能
力を発揮しやすい環境作りに留意し、利用者それぞれが自分自身として望ましい自立に向
けた取組に繋げられるよう、配慮されています。利用者に応じた業務提供のために、施設
外就労に重きを置かず、施設内での業務拡充に注力されています。

【地域ニーズの把握と交流】

潜在的な地域ニーズに応えられる施設機能を活かし、地域の事業所の持つ課題等への対応
に繋げられる、活動や交流の拡充に期待します。

第三者評価を受けて、改めて障がいのある方への理解が、まだまだ浅かったことに気づか
されました。うつ状態など表面的な部分だけを見てしまいがちでしたが、その背景や根本
に目を向ける視点の大切さを学びました。評価調査者の方も話しやすく、安心して振り返
ることができたのもありがたかったです。



評価結果

Ⅰ-１-(1)-① a

（コメント）

評価結果

Ⅰ-２-(1)-① a

（コメント）

Ⅰ-２-(1)-②  経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めている。 b

（コメント）

評価結果

Ⅰ-３-(1)-① b

（コメント）

Ⅰ-３-(1)-② b

（コメント）

＜別紙＞

第三者評価結果

評価対象Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ-１ 理念・基本方針

Ⅰ-１-(1) 理念、基本方針が確立・周知されている。

理念、基本方針が明文化され周知が図られている。

Ⅰ-２　経営状況の把握

Ⅰ-２-(１)　経営環境の変化等に適切に対応している。

 事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されてい
る。

経営課題を捉えられており、運営課題と結びつけた、課題の解決への取り組みを
検討されています。中長期計画を踏まえたビジョンと具体的な取組の拡充が望ま
れます。

毎月経営会議が開催されており、状況分析と事業展開について話し合いが行われ
ています。市との情報共有は密に心がけられており、市内の状況を踏まえた事業
展開に繋がるよう努められています。

利用者本位の考え方を大切にし、利用者個々の能力を大切にした支援の提供を目
指されています。理念は、ホームページで公表されており、パンフレットでは具
体的にどういうことを目指しているのかが伝わりやすいよう言葉を換えて表現さ
れています。利用者とのチャットやマニュアル等に残していきながら、伝えられ
る様努められています。

Ⅰ-３ 事業計画の策定

Ⅰ-３-(1) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

 中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている。

 中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。

課題を踏まえた、事業計画が策定されています。中長期計画を踏まえた具体的な
事業計画の拡充が望まれます。

理念の実現と継続に向けた中長期ビジョンが策定されています。内容の明確化と
評価見直しの仕組み拡充が望まれます。



Ⅰ-３-(2)-① b

（コメント）

Ⅰ-３-(2)-② b

（コメント）

評価結果

Ⅰ-４-(1)-① b

（コメント）

Ⅰ-４-(1)-② b

（コメント）

評価結果

Ⅱ-１-(1)-① b

（コメント）

Ⅱ-１-(1)-② b

（コメント）

Ⅱ-１-(２)-① b

（コメント）

Ⅰ-３-(２)　事業計画が適切に策定されている。

 事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行わ
れ、職員が理解している。

 事業計画は、利用者等に周知され、理解を促している。

Ⅰ-４ 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

事業計画の部分的な周知が行われています。利用者等がわかりやすく理解しやす
い、周知や説明の拡充が望まれます。

事業計画を踏まえた話し合いが職員と共に行われています。評価見直しを含めた
仕組みとしての確立が望まれます。

Ⅰ-４-(1) 質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

 福祉サービスの質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能し
ている。

 評価結果にもとづき組織として取組むべき課題を明確にし、計画
的な改善策を実施している。

評価対象Ⅱ 組織の運営管理

職員間の話し合いや支援の中で見出された課題については、全体で話し合い、解
決に向けた実践へ繋げられるよう努められています。評価結果の分析と、仕組み
としての明確化と整備拡充が望まれます。

職員と上長の面談が行われており、サービスの質に着いても話し合われていま
す。日々のミーティングの中でも、支援に対する話し合いが行われています。客
観的に評価可能な目標設定や、仕組みとしての明確化が望まれます。

Ⅱ-１ 管理者の責任とリーダーシップ

Ⅱ-１-(1) 管理者の責任が明確にされている。

 管理者は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図って
いる。

 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。

行政との情報共有を中心に、労働法規を中心としたコンプライアンスの維持に努
められています。一般法令含めた理解の拡充と、職員への周知拡充が望まれま
す。

キャリアパス制度を導入されており、職責の分類明示が行われています。有事を
含めた責任体制、権限委任の明示確立が望まれます。

Ⅱ-１-(２) 管理者のリーダーシップが発揮されている。

 福祉サービスの質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発揮
している。

日々のミーティングでは、当日の支援の課題や気付きについて話し合いが行われ
ています。職員全体で、課題の解決に向けた意見交換が行われています。利用者
の意欲改善に繋げられる業務改善事例が見受けられました。評価見直しを含め
た、定期的な仕組みとしての拡充が望まれます。



Ⅱ-１-(２)-② b

（コメント）

評価結果

Ⅱ-２-(1)-① b

（コメント）

Ⅱ-２-(1)-② b

（コメント）

Ⅱ-２-(２)-① b

（コメント）

Ⅱ-２-(３)-① b

（コメント）

Ⅱ-２-(３)-② b

（コメント）

Ⅱ-２-(３)-③ b

（コメント）

Ⅱ-２-(４)-① －

（コメント）

 経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮してい
る。

Ⅱ-２ 福祉人材の確保・育成

毎月の会議で出された課題や目標に向けた取組に対して、指導力を発揮され実働
されています。職員全体で取り組む仕組みの拡充が望まれます。

Ⅱ-２-(1) 福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、
取組が実施されている。

 総合的な人事管理が行われている。

Ⅱ-２-(２) 職員の就業状況に配慮がなされている。

キャリアパス制度が導入されており、必要なスキルや習得していくべき事が明示
されています。人事考課制度としての仕組み拡充が望まれます。

育成に関わる考え方は明確に表明されています。中長期計画と結びつけた、具体
的な改革の拡充が望まれます。

 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取組ん
でいる。

Ⅱ-２-(３) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。

 職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研
修が実施されている。

年1回の面談時には、一年を踏まえた目標設定や振り返りが行われており、目標
を意識した支援の提供に繋げられるよう努められています。毎月随時の面談でも
支援についての話し合いが行われています。人事考課制度とも結びつけた目標に
対する評価見直しが、仕組みとして形成されることが望まれます。

毎月、職員面談が行われており、業務に対する課題や意向、意見等の情報共有・
情報交換が行われ、話し合いが持たれています。年1回、役員等含めた面談が行
われています。職員のライフワークや事情に応じた、勤務時間の変更や配慮が行
われています。総合的な福利厚生の拡充が望まれます。

 職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。

Ⅱ-２-(４) 実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

 実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成について体
制を整備し、積極的な取組をしている。

【非該当項目】
受入が無いため非該当

不定期で、医療専門職による研修が行われており、専門的視点からのアドバイス
や指導が受けられています。職員個々のスキルを踏まえた計画的な研修の実施が
望まれます。

支援の中で出てくる課題を踏まえた研修の展開が出来るように努められていま
す。中長期計画と結びつけた、総合的な研修計画の拡充と、評価見直しの仕組み
確立が望まれます。



評価結果

Ⅱ-３-(1)-① b

（コメント）

Ⅱ-３-(1)-② b

（コメント）

評価結果

Ⅱ-４-(1)-① b

（コメント）

Ⅱ-４-(1)-② b

（コメント）

Ⅱ-４-(２)-① b

（コメント）

Ⅱ-４-(３)-① b

（コメント）

Ⅱ-４-(３)-② c

（コメント）

Ⅱ-３ 運営の透明性の確保

Ⅱ-３-(1) 運営の透明性を確保するための取組が行われている。

 運営の透明性を確保するための情報公開が行われている。

 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われて
いる。

法人の規定が適用されています。外部の税理士による経理処理が行われていま
す。職員への周知拡大が望まれます。

オンライン上を通じて、運営内容含めた情報提供に努められています。公開内容
と公表手法の拡充が望まれます。

Ⅱ-４ 地域との交流、地域貢献

Ⅱ-４-(1) 地域との関係が適切に確保されている。

 利用者と地域との交流を広げるための取組を行っている。

 ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立
している。

地域の支援学校への協力で、体験の場の提供が行われています。地域の方々のボ
ランティア参加があります。仕組みとしてのボランティア体制確立が望まれま
す。

地域の社会資源や行事等について、利用者への告知があります。地域との関わり
に対する明文化が望まれます。

Ⅱ-４-(２) 関係機関との連携が確保されている。

 福祉施設・事業所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等
との連携が適切に行われている。

Ⅱ-４-(３) 地域の福祉向上のための取組を行っている。

地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われている。

地域のハローワーク等と、ニーズや市場の情報共有・情報交換を行われていま
す。具体的な活動に繋げられる、展開の拡充が望まれます。

利用者に必要な社会資源情報を職員間で共有し、活用できるよう努められていま
す。社会資源のリスト化、関係機関等との連携拡充が望まれます。

 地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われてい
る。

地域に対する公益的事業や活動の拡充が望まれます。



評価結果

Ⅲ-１-(1)-① b

（コメント）

Ⅲ-１-(1)-② b

（コメント）

Ⅲ-１-(２)-① b

（コメント）

Ⅲ-１-(２)-② b

（コメント）

Ⅲ-１-(２)-③ b

（コメント）

Ⅲ-１-(３)-① b

（コメント）

Ⅲ-１-(４)-① c

（コメント）

評価対象Ⅲ 適切な福祉サービスの実施

Ⅲ-１ 利用者本位の福祉サービス

Ⅲ-１-(1) 利用者を尊重する姿勢が明示されている。

 利用者を尊重した福祉サービス提供について共通の理解をもつた
めの取組を行っている。

 利用者のプライバシー保護に配慮した福祉サービス提供が行われ
ている。

Ⅲ-１-(２) 福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

 利用希望者に対して福祉サービス選択に必要な情報を積極的に提
供している。

パンフレットで、施設イメージがつかみやすいように記述されています。見学・
体験利用が提供されています。ホームページやオンラインによる情報提供で、支
援内容の雰囲気やイメージが伝わりやすいよう配慮されています。情報提供の拡
充が望まれます。

利用者の空間感覚を大切にし、利用者個々に沿った配慮に努められています。規
程・マニュアルの整備拡充が望まれます。

言葉がけやアプローチで、利用者の尊厳を損なうことがないよう、配慮されてい
ます。定期的な評価の実施や方針等の明示拡充が望まれます。

 福祉サービスの開始・変更にあたり利用者等にわかりやすく説明
している。

 福祉施設・事業所の変更や家庭への移行等にあたり福祉サービス
の継続性に配慮した対応を行っている。

Ⅲ-１-(３) 利用者満足の向上に努めている。

 利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行ってい
る。

サービスの変更時や移行時、一般就労時には、必要な説明を行い、利用終了後で
も相談等可能である事が伝えられており、しばらくは毎月のフォローが行われて
います。移行時のルールや書式の整備拡充が望まれます。

利用開始時や計画の更新時には、わかりやすく説明することを意識されており、
文書だけでは伝わりにくい部分は特にかみくだいた説明を行う等、配慮されてい
ます。伝わりやすくわかりやすい資料の拡充や、配慮のルール化が求められま
す。

Ⅲ-１-(４) 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。

書式に沿って進める苦情解決の様式が定められています。意見・相談を含めた総
合的な処理の仕組み整備が望まれます。
尚、第三者委員の設置がないため、評価判断基準の定めによりC評価となりま
す。

年1回、利用者のアンケートを実施し、支援についての受け止め等についても把
握できるよう努められています。運営支援上の課題や気付きは、職員と利用者が
共に相談し合い、内容の向上に努められています。定期的な仕組みとしての取組
整備拡充が望まれます。



Ⅲ-１-(４)-② b

（コメント）

Ⅲ-１-(４)-③ b

（コメント）

Ⅲ-１-(５)-① b

（コメント）

Ⅲ-１-(５)-② b

（コメント）

Ⅲ-１-(５)-③ b

（コメント）

評価結果

Ⅲ-２-(1)-① b

（コメント）

Ⅲ-２-(1)-② b

（コメント）

Ⅲ-２-(２)-① b

（コメント）

Ⅲ-２-(２)-② b

（コメント）

 利用者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、利用者等に周知
している。

面談記録様式があり、記録として残されています。苦情意見とあわせた総合的な
処理の仕組み整備が望まれます。

 利用者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応してい
る。

Ⅲ-１-(５) 安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

 安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマネジメン
ト体制が構築されている。

 感染症の予防や発生時における利用者の安全確保のための体制を
整備し、取組を行っている。

責任者が設置されています。誰もがわかりやすく処理しやすいフローチャート等
の整備拡充が望まれます。

面談記録様式に記録が残され共有されています。苦情・相談・意見を総合的に処
理する、マニュアル等や仕組みの整備拡充が望まれます。

 災害時における利用者の安全確保のための取組を組織的に行って
いる。

定期的な訓練が実施されています。BCP（事業継続計画）の精度を高めて行く
と共に、災害発生時の対策拡充が望まれます。

感染症対策マニュアルが設置されています。平時からの、日常的な予防対策含め
たフローチャート等の拡充が望まれます。

Ⅲ-２ 福祉サービスの質の確保

Ⅲ-２-(1) 提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。

 提供する福祉サービスについて標準的な実施方法が文書化され福
祉サービスが提供されている。

 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。

Ⅲ-２-(２) 適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

 アセスメントにもとづく個別支援計画を適切に策定している。

アセスメントシートに沿ったアセスメント実施が行われています。アセスメント
の内容は職員間で共有検討されています。計画に対する支援の連続性がわかりや
すい仕組みや様式の整備拡充が望まれます。

仕組みとしての、評価見直しの体系化確立が望まれます。

個別特化したマニュアルだけではなく、体系化したマニュアルの整備拡充が望ま
れます。

 定期的に個別支援計画の評価・見直しを行っている。

計画の更新時には、相談員を含めて話し合いが持たれ、計画の策定に繋げられて
います。利用者ニーズをより具体的に把握するし計画に反映することによって、
さらなる支援の質の向上に繋がるかと思われます。



Ⅲ-２-(３)-① b

（コメント）

Ⅲ-２-(３)-② b

（コメント）
就労事業所としての個人情報保護対策に努められています。不適切な理容や漏洩
発生時に対する、対応方法の明確化が望まれます。

様式に記録することによって、バラツキが生じないように努められています。支
援計画に対する記録の体系的な拡充が望まれます。

Ⅲ-２-(３) 福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

 利用者に関する福祉サービス実施状況の記録が適切に行われ、職
員間で共有化されている。

 利用者に関する記録の管理体制が確立している。



障がい福祉分野の内容評価基準

評価結果

Ａ-１-（１）-① a

（コメント）

Ａ-１-（２）-① a

（コメント）

評価結果

Ａ-２-（１）-① b

（コメント）

Ａ-２-（１）-② b

（コメント）

Ａ-２-（１）-③ b

（コメント）

Ａ-２-（１）-④ b

（コメント）

Ａ-２-（１）-⑤ a

（コメント）

 利用者の自律・自立生活のための支援を行っている。

支援計画の策定において、利用者個々の特性にあわせた自立の確立を目標にさ
れています。利用者自身も評価しやすい、具体的な方向性の明示拡充が望まれ
ます。

 個別支援計画にもとづく日中活動と利用支援等を行っている。

半年に一回、定期面談が設けられており、利用者の意向把握に努められていま
す。定期以外でも、利用者の状況や意向に沿って、随時の面談も対応されてい
ます。具体的な内容の支援計画への反映拡充が望まれます。

Ａ-１-（２）　権利擁護

利用者個々が自分の空間を保てるように配慮されています。利用者が集中し、
能力を発揮しやすい環境整備に努められています。特異な能力を発揮できる業
務配分に配慮されています。

 利用者の障がいの状況に応じた適切な支援を行っている。

障がい者としてではなく、一般就労者としての立場を尊重し、通常就労に障が
い特性に応じた合理的配慮を加味した対応を基本とされています。マニュアル
等への明示や職員がより意識しやすい記載の拡充が望まれます。

Ａ-２　生活支援

Ａ-２-（１）　支援の基本

 利用者の権利擁護に関する取組が徹底されている。

日中の支援メニューは、一律作業ではなく、利用者個々の意向と特性にあわせ
た内容が選択提供されています。地域や生活を含めた情報提供や機会の拡充が
望まれます。

Ａ-１　利用者の尊重と権利擁護

Ａ-１-（１）　自己決定の尊重

 利用者の自己決定を尊重した個別支援と取組を行っている。

利用者の心身の状況に応じたコミュニケーション手段の確保と必
要な支援を行っている。

利用者の意思を尊重する支援としての相談等を適切に行ってい
る。

利用者の尊厳を大切にし、言葉がけや支援アプローチにおいても、利用者の意
向や尊厳を損なわないよう配慮されています。利用者の意向を踏まえた自立支
援に努められています。

利用者が直接記載する日報を通じて、意見や状況の把握拡充に努められていま
す。利用者特性に応じたコミュニケーションツールや手法を用意されていま
す。積極的にコミュニケーション機会を確保する取組の拡充が望まれます。



Ａ-２-（２）-① b

（コメント）

Ａ-２-（３）-① b

（コメント）

Ａ-２-（４）-① b

（コメント）

Ａ-２-（５）-① b

（コメント）

Ａ-２-（５）-② －

（コメント）

Ａ-２-（６）-① b

（コメント）

Ａ-２-（７）-① b

（コメント）

Ａ-２-（８）-① b

（コメント）

医療的な支援が適切な手順と安全管理体制のもとに提供されてい
る。

利用者の要望を踏まえた、生活環境の確保に繋がる支援の提供に努められてい
ます。自立意識の向上に繋がる取組拡充が望まれます。

Ａ-２-（８）　家族等との連携・交流と家族支援

生活や健康面で必要性がある場合には、家族等との連携が図られています。相
談等があれば対応されており、利用者自身の権利とプライバシーを踏まえた上
での、家族連携に努められています。家族対応について施設内でのルール化を
明確にすることが望まれます。

【非該当項目】
未実施事業所

Ａ-２-（６）　社会参加、学習支援

利用者の希望と意向を尊重した社会参加や学習のための支援を
行っている。

一般就労に向けた、社会参加に必要な模擬経験等を通じ、必要な体験確保に努
められています。資格や技能習得を含めた、支援計画への反映拡充が望まれま
す。

Ａ-２-（７）　地域生活への移行と地域生活の支援

利用者の希望と意向を尊重した地域生活への移行や地域生活のた
めの支援を行っている。

施設内で必要な移動・移乗支援が提供されています。食事は基本的に本人準備
ですが、要望があれば対応可能な食事準備があります。一般就労に向けた自宅
等での日常生活状況把握拡充と、それらを踏まえた支援計画への反映が望まれ
ます。

 利用者の心身の状況に応じた機能訓練・生活訓練を行っている。

利用者の心身状況を踏まえた、支援の提供に努められています。利用者個々が
自分で評価しやすい目標や計画の設定拡充が望まれます。

Ａ-２-（５）　健康管理・医療的な支援

利用者の健康状態の把握と体調変化時の迅速な対応等を適切に
行っている。

利用者の体調に合わせた就労内容配置に努められています。体調変化時に対応
するマニュアル等の整備拡充が望まれます。

 利用者の家族等との連携・交流と家族支援を行っている。

Ａ-２-（２）　日常的な生活支援

 個別支援計画にもとづく日常的な生活支援を行っている。

利用者の快適性と安心・安全に配慮した生活環境が確保されてい
る。

職場としての環境整備が整えられています。利用者の意向を踏まえた改善拡充
が望まれます。

Ａ-２-（３）　生活環境

Ａ-２-（４）　機能訓練・生活訓練



評価結果

Ａ-３-（１）-①　 －

（コメント）

評価結果

Ａ-４-（１）-① a

（コメント）

Ａ-４-（１）-② a

（コメント）

Ａ-４-（１）-③ b

（コメント）

Ａ-４-（１）　就労支援

定型作業のお仕着せではなく、利用者の特性・得意を活かせる業務配分に配慮
されています。賃金向上のため、下請け業務のみならず、自社業務の拡大営業
に努められており、仕事の幅の拡充にも繋げられています。

職場開拓と就職活動の支援、定着支援等の取組や工夫を行ってい
る。

出来ない事を出来るようにするのではなく、利用者が出来る事、得意な事、伸
ばせるところを大切にした就労支援に努められています。

利用者に応じて適切な仕事内容等となるように取組と配慮を行っ
ている。

Ａ-３-（１）　発達支援

面接体験の実施や、面接時の振り返りを行いながら、利用者自身が就労成功に
繋げられるよう配慮されています。就労先確保拡大が望まれます。

【評価外項目】
対象外施設種

 利用者の働く力や可能性を尊重した就労支援を行っている。

Ａ-４　就労支援

子どもの障がいの状況や発達過程等に応じた発達支援を行ってい
る。

Ａ-３　発達支援



調査の概要

利用者への聞き取り等の結果（概要）

調 査 方 法
大阪府参考様式項目から実施する項目を施設と提供サービスの内容を踏まえ
話し合いの上決定し、全利用者に対して、アンケート用紙・返信用封筒を配
布。利用者から直接、評価期間宛返送にて回収。

【回答内容より推測される傾向】

・選択肢回答より、利用者と職員の関係性は、概ね良好と思われます。

【利用者自由記述内容抜粋】

・職員が優しい。
・仕事などの要望を聞いてくれる。
・取り組める作業、業務を常にちゃんと与えてもらえる。
・所長が親切。
・少人数で天井が高く広々しているので過ごしやすい空間。
・施設が清潔。
・冷蔵庫と浄水器、レンジ等がある。

【総括】

利用者に沿った関わりや支援が提供されていることが見受けられます。利用者の自立とやる気に
繋げられる関係性と支援の提供が反映されているようです。

利用者への聞き取り等の結果

調査対象者 全利用登録者

調査対象者数 有効回収数　　6　　人



福祉サービス第三者評価結果報告書【受審施設・事業所情報】 

における項目の定義等について 

 

 

①【職員・従業員数】 

●以下の項目について、雇用形態（施設・事業所における呼称による分類）による区分で

記載しています。 

 

▶正規の職員・従業員 

・一般職員や正社員などと呼ばれている人の人数。 

 

▶非正規の職員・従業員 

・パート、アルバイト、労働者派遣事業所の派遣社員、契約社員、嘱託などと呼ばれ

ている人の人数。 

 

 

②【専門職員】 

●社会福祉士、介護福祉士、精神保健福祉士、介護支援専門員、訪問介護員、理学療法士、

作業療法士、言語聴覚士、保育士、社会福祉主事、医師、薬剤師、看護師、准看護師、

保健師、栄養士等の福祉・保健・医療に関するものについて、専門職名及びその人数を

記載しています。 

 

 

③【施設・設備の概要】 

●施設・設備の概要（居室の種類、その数及び居室以外の設備等の種類、その数）につい

て記載しています。特に、特徴的なもの、施設・事業所が利用される方等にアピールし

たい居室及び設備等を優先的に記載しています。併せて、【施設・事業所の特徴的な取

組】の欄にも記載している場合があります。 

 

 例 

居室 ●個室、2人部屋、3 人部屋、4 人部屋 等 

設備等 ●保育室（0 才児、1 才児、2 才児、3 才児、4才児、5 才児）、調乳室、 

洗面室、浴室、調理室、更衣室、医務室、機能訓練室、講堂 等 

 


